
宮
城
県
立

古
川
支
援
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

佐
々
木
幸
治

古
川
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
「
お
お

ぞ
ら
」
地
域
版
の
発
行
に
当
た
り
、
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

自
分
の
本
誌
へ
の
執
筆
は
五
度
目
に

な
り
ま
す
が
、
毎
回
同
じ
こ
と
を
考
え

な
が
ら
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
親
が
先
に
死
ぬ
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
親
な
き
後
の
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を
思
い
、
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
、
毎
年

発
行
し
て
い
る
こ
の
「
お
お
ぞ
ら
」
地

域
版
や
ち
ら
し
配
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
子
ど

も
た
ち
自
身
、
先
生
や
支
援
者
の
方
々

の
力
を
借
り
て
精
一
杯
の
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

今
は
、
二
十
年
前
、
十
年
前
と
は
比

べ
も
の
に
は
な
ら
な
い
ほ
ど
地
域
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
ゆ
っ
く
り
成
長
し
て
い
く
子
ど

も
た
ち
を
今
後
と
も
温
か
い
目
で
見

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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 古川支援学校は，昭和６０年４月「宮城県立古川養護学校」として開校。平成２１年４月に校名を「宮

城県立古川支援学校」と改称し，本年で３３年目を迎えました。 

 今年度は小学部５２名，中学部４９名，高等部８５名，合計１８６名の児童生徒が，将来のそれぞれの

自立と社会参加に向けて，日々の積み重ねを大切にしながら学習しております。今年も，子どもたち一人

一人が自分のもてる力を発揮して活躍している様子をご紹介いたします。 



 

 

 

 

 

 
 

・始業式 

・入学式 

・授業参観 

 
 

・交通安全教室 

・大運動会 

 

 

・校外学習 
    (小)(中) 

・現場実習(高) 

・学校見学会① 

・志田小交流会 

 
 

・学校見学会② 

・宿泊学習(高) 

・授業参観 

・水泳教室(中) 

 

 
 

 

 

・水泳教室(高) 

 
 

・親子芸術鑑賞会 

・水泳教室 

   (中)(高) 

・修学旅行 

(小学部：岩手) 

(中学部：東京) 

(高等部：大阪) 

・校外学習(小) 

・前期終業式 

 
 

・後期始業式 

・宿泊学習(小)(中) 

・西中交流学習 

・現場実習(高) 

・校外学習(小) 

 
 

・文化祭 

・志田小交流会 

 

 
 

・宿泊学習(高) 

・乗務員さん感

謝の会 

・授業参観 

 

 

 

・調理員さん感

謝の会 

・高等部入学者

選考 

 
 

・ボウリング 

    大会(高) 

・入学説明会 

・作品展 
 （緒絶の館） 

  

 
 

・卒業生を送る会 

・卒業式 

・授業参観 

・修了式 

            

  大 運 動 会 

 

 

 スクールバス／保護者送迎／自力通学 
  
 大崎地域１市４町から通って来る児童生徒のため，１０台のスクー

ルバスが走っています。中には，１時間以上かけて通っている児童生

徒もいます。リフトが付いているスクール

バスもあり，車椅子でも安全に乗り降りで

きます。 

 保護者の送迎で通学している児童生徒も

いれば，高等部では，将来の就労などに備

えて，自転車や路線バス，ＪＲを利用しな

がら毎日自力で通学している生徒もいま

す。 

どんな行事が 

ありますか？ 

 

学校内の行事の他にみんなが楽しみにしている修学旅行，宿泊学習などたく

さんあります。また，ＰＴＡが中心となって計画した「花いっぱい大作戦」(５

月）「楽天親子ツアー」(７月）「親子ふれあいデー」(９月）「文化祭バ

ザー」(11月）などもあります。 

どうやって通学していますか？ 

１学級は何人で担任の先生は何人ですか？ 

 

  校 外 学 習 校外学習「りんご狩り」（加美農高）    文 化 祭   修 学 旅 行 

           
 

 

小学部では，食事や着替えなど身の回りのことが一人でできることや身近な人たちと上手に関わることができ

ることを目標にしています。 

中学部では，集団との積極的な関わりの中で生活経験を広げていきます。 

高等部では，卒業後の生活に備え，現場実習等の実社会での体験的な学習を大切にしています。 

 

 

障がいの状態により，登校して学習することが困難な児童生徒には，教師が家庭を訪問し授業を行っていま

す。体調が良いときなど保護者の送迎で登校して学習するときもあります（スクーリング）。 

今年度は小学部児童３名，中学部生徒１名が在籍しています。 

 １クラスの人数   

 

年齢に応じた学級で学習していま

す。小学部では，今年度は５～６人の

クラスに３人の担任，７～８人のクラ

スに４人の担任です。 

中学部では，６人のクラスに２人

の担任，７～９人のクラスに３～４人

の担任です。 

高等部では，６人の生徒に２人

の担任，７～９人の生徒に３人の担

任です。 

古川支援学校は，障がいを有する子どもたちのための学校です。 

一人一人の豊かな社会参加を目指して，個に応じた適切な発達支援を行います。 

訪問教育 

毎年，２月中旬に緒絶

の館で行います。 
※今年度は２/１４～１９ 

 写真は，昨年度の作品です。 

主な指導の形態 

                       

 障がいの状態や特性に応じた適

切な運動や諸感覚への刺激を通し

て，児童生徒の健康維持と身体機

能の改善及び向上を図ります。 

 国語・算数（数学）は，一人一

人の課題に応じて個別や小さな集

団で行います。 

 音楽（中学部），体育（中学

部，高等部）では，集団で学ぶ楽

しさを味わいます。 国語・算数（数学） 

  

 地域の清掃活動や近隣の中学校

との交流学習など，地域の人や自

然とのふれあいの中でより主体的

に学ぶ学習です。  

      （中学部・高等部） 

楽天応援ツアー 

花いっぱい大作戦

 

 着替えや衣服の整理，食事や

掃除など日常生活に必要な基本

的な事柄を，学校の一日の生活

の流れに沿って学習していま

す。 
日常生活の指導 

  

 実際の生活場面での活動や体

験を通して，これからの生活に

必要な事柄を身に付けていく学

習をしています。                       
  

生活単元学習 

  

 日常生活に必要な言葉や数量に

関して，遊びやゲームを取り入れ

たり，日常生活に即した場面を設

定したりするなどして，楽しく学

習をしています。 （小学部） 
遊びの指導 

  
 陶芸，木工，園芸・環境整備，

手工芸等のいろいろな作業を通

して，家庭生活，社会生活及

び職業生活の必要な力を育み

ます。 （中学部・高等部） 
作業学習 

自立活動 

総合的な学習の時間 

小学部／中学部／高等部 

どんな学習をしていますか？ 



「我が子に障がいがあることを周囲の人に理解してもらい，温かく見守ってほしい」 

という願いで古川支援学校ＰＴＡ がハートバッチを作りました。 

  

大
崎
地
区
一
市
四
町
に
お
住

ま
い
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か

ら
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と

暖
か
い
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
校
の
児
童
生
徒
百
八
十
六
名
（
小
学
部
五
十
二

名
、
中
学
部
四
十
九
名
、
高
等
部
八
十
五
名
）
は
、
新

し
い
学
習
に
挑
戦
す
る
勇
気
と
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
毎
日
の
学
校
生
活
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

  

さ
て
、
現
在
、
東
北
地
区
の
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
で
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
て
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
共
生
社
会

を
実
現
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な

い
人
が
自
然
体
で
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
学
ぶ
機
会
を
増
や
し
、
大
人

に
な
っ
て
か
ら
も
自
助
・
共
助
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
、

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る
た
め
の
下
地
を

作
る
取
組
で
す
。 

 

お
陰
様
で
本
校
で
は
、
昨
年
度
は
小
学
部
二
十
四

名
、
中
学
部
七
名
の
児
童
・
生
徒
が
、
自
分
の
居
住
地

に
あ
る
小
・
中
学
校
の
生
徒
と
の
交
流
授
業
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
部
児
童
は
隣
接
す
る
志
田

小
学
校
と
、
中
学
部
生
徒
は
古
川
西
中
学
校
の
三
年
生

と
交
流
学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

障
が
い
の
あ
る
人
と
関
わ
る
こ
と
は
、
人
間
が
本
来

も
っ
て
い
る
優
し
さ
を
発
揮
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
は
誰
で
も
障
が
い
を
負
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
で
肢
体
不
自
由
に
な
る
こ
と

も
あ
れ
ば
、
小
さ
い
と
き
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
原
因

で
脳
に
障
が
い
を
負
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
協
力
し
合
っ
て
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
共
生
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

文字のあるタイプ→ 

ハートバッチで伝えます。障がいがあることを！ 

 

 

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校
長 

  
 
 
 
 
 

藤
川 

卓
志 

 
９月２０日（水）イオン

スーパーセンター加美店

さんの店舗入口をお借り

して，石巻支援学校ＰＴ

Ａの方々と合同で「ちら

し配り」を行いました。 

本
校
に
は
外
見
か
ら
は
障
が
い
が
あ

る
か
ど
う
か
分
か
り
に
く
い
児
童
生
徒

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
児

童
生
徒
の
中
に
は
、
物
事
の
理
解
や
行

動
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
時
に
は
、

障
が
い
特
有
の
言
動
が
見
ら
れ
た
り
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
周
囲
の
人
た
ち
か

ら
誤
解
や
偏
見
の
目
で
見
ら
れ
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

例
え
ば 

○
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
飛
び
跳
ね
る 

○
手
の
ひ
ら
を
ひ
ら
ひ
ら
か
ざ
す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

○
独
り
言
や
う
な
り
声
を
あ
げ
る 

 

○
身
体
を
く
る
く
る
回
転
さ
せ
る 

 
な
ど
の
行
動
も
、
そ
の
子
ど
も
独
特

の
楽
し
み
方
で
あ
っ
た
り
、
不
安
を
回

避
す
る
方
法
で
あ
っ
た
り
、
自
分
の
思

い
を
表
現
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た

り
し
ま
す
。
そ
の
理
由
を
伝
え
る
と
、

「
あ
あ
そ
う
か
」
と
納
得
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
行
く

先
々
で
周
り
の
皆
さ
ん
に
「
こ
の
子
に

は
障
が
い
が
あ
っ
て
…
」
と
説
明
し
続

け
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。 

「
我
が
子
に
障
が
い
が
あ
る
こ
と

を
周
囲
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

い
、
温
か
く
見
守
っ
て
ほ
し
い
」 

こ
う
し
た
親
の
願
い
か
ら

「
ハ
ー
ト
バ
ッ
チ
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
こ
の
バ
ッ
チ
を
付
け
た
人

を
見
掛
け
た
ら
、
障
が
い
が
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

   

ハ
ー
ト
バ
ッ
チ
を
お
分
け
し
ま
す

ハ
ー
ト
バ
ッ
チ
を
お
分
け
し
ま
す

ハ
ー
ト
バ
ッ
チ
を
お
分
け
し
ま
す 

 

地
域
の
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
さ

ん
や
成
人
に
な
っ
た
障
が
い
者
の
方
に
も
、

ぜ
ひ
、
ハ
ー
ト
バ
ッ
チ
を
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

一
枚
三
七
〇
円
で
お
分
け
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

○
連
絡
先
○ 

宮
城
県
立
古
川
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局 

電
話 

〇
二
二
九
ー
二
六
ー
二
三
三
八 

←文字のないタイプ 

 


